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ア
ジ
ア
学
科
年
報
第
七
号
（
通
巻
第
二
十
八
号
）〈
武
田
秀
夫
教
授　

退
官
記
念
号
〉
を
お
届
け
し
ま
す
。

★
武
田
秀
夫
教
授
は
、
学
科
年
報
第
六
号
の
編
集
担
当
を
さ
れ
、
奥
田

尚
・
重
松
伸
司
両
先
生
退
休
記
念
論
集
『
ア
ジ
ア
の
都
市
と
農
村
』（
和

泉
書
院
）
の
出
版
の
た
め
に
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
三
月
に
武

田
先
生
も
ご
退
職
に
な
り
ま
す
…
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
い
う
こ
と
ば
の

重
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。
十
一
月
に
年
報
第
七
号
を
武
田
教

授
の
退
官
記
念
号
に
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
編
集
担
当
も
私
に
代
わ
ら

れ
ま
し
た
。
急
い
で
か
つ
て
当
学
科
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
先
生
方
に

特
別
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
無
理
な
お
願
い
で
し
た
が
、
多
く
の
先

生
か
ら
ご
執
筆
を
い
た
だ
き
ご
原
稿
を
お
寄
せ
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
武
田
先
生
は
優
れ
た
学
者
で
あ
り
、
学
生
の
間
で
人
気
不
動
の
先
生
で

も
あ
り
ま
す
。
何
年
も
前
か
ら
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
武
田
先
生
は

「
易
の
占
い
」
を
開
か
れ
て
い
て
、
い
つ
も
高
校
生
を
引
き
つ
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
学
生
達
に
囲
ま
れ
た
、「
仙
人
」
と
呼
ば
れ
る
武
田
先
生
を
遠

く
か
ら
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
「
仙
風
道
骨
」
と
い
う
こ
と
ば
を
思

い
出
し
て
笑
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
い
間
、
学
部
、
学
科
の
た
め
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
た
武
田
先
生
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
公
私
と
も
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
四
月
、
小
松
久
恵
先
生
（
イ
ン
ド
・
近
現
代
文
学
）
が
ア
ジ
ア
学
科
に

新
し
く
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。「
長
江
後
浪
推
前
浪
」（
長
江
は
後
の
浪
が
前

の
浪
を
推
し
進
め
る
）
と
い
う
成
語
の
如
く
、
新
鮮
な
風
を
き
っ
と
ア
ジ

ア
学
科
に
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

★
領
土
問
題
、
歴
史
認
識
問
題
な
ど
で
日
中
・
日
韓
の
関
係
が
緊
張
し
て

い
る
な
か
で
、
学
生
諸
君
が
ア
ジ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
中
国
語
現
地

演
習
に
積
極
的
に
参
加
し
、
現
地
の
学
生
や
市
民
と
日
常
的
な
交
流
を
通

し
て
相
互
理
解
を
深
め
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。（
李
）

編　

集　

後　

記

ア
ジ
ア
学
科
年
報　

第
七
号
（
通
巻
第
二
十
八
号
）

　

　

二
〇
一
三
年
十
二
月 

二
十
日　
　
　
　

印
刷

二
〇
一
三
年
十
二
月 

二
十
五
日　
　
　

発
行

発 

行 

所　
　

〒
567-　
8502　

茨
木
市
西
安
威
二
丁
目
一
─
一
五

追
手
門
学
院
大
学
ア
ジ
ア
学
会

会　
　

長　
　
　

 

浅　

野　

純　

一

会
務
担
当　
　
　

 

武　

田　

秀　

夫

　
　
　
　
　
　
　

 

李　
　

慶　
　

国

会
計
監
査　
　
　

 

筒　

井　

由
起
乃

印 

刷 

所　
　

〒
600-　
8805　

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

　

　

　


